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平成 30 年（2018 年）

№ 1,498

新年のご挨拶……………………………………………… ２
海外販路開拓支援に取り組んでいます………………… ５
平成 29 年分市民税・県民税の申告と相談…………… ６

「渡良瀬」ナンバーの導入を検討しています………… ９

主な内容

表紙写真：赤ちゃんライオンの愛称決定　左から「オリト（オス）」、「つむぎ（メス）」、「シルク（メス）」
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2広報きりゅう平成30年1月号

黒
保
根
町
水
沼
定
住
促
進
住
宅
の

建
設
を
進
め
、
黒
保
根
町
の
過
疎

対
策
と
子
育
て
世
代
の
定
住
を
促

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
の
未
来
づ
く
り

　
保
健
福
祉
会
館
内
に
整
備
を
進

め
て
き
た
屋
内
遊
戯
施
設
が
開
所

予
定
で
あ
り
、
子
ど
も
と
保
護
者

が
楽
し
く
集
い
、
遊
び
、
交
流
す

る
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

空
間
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
同

会
館
内
の
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
機
能
と
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み

な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
サ
イ
エ
ン
ス
ド
ク
タ
ー

事
業
」
や
「
未
来
創
生
塾
」
な
ど

桐
生
が
持
つ
資
源
を
生
か
し
た
桐

生
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
を

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の
生
活

を
最
優
先
に
考
え
る
中
で
、
桐
生

市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
都
市
と
な
る
た
め
各
種
施
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
新
年
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新年のご挨拶

誰もが住みたいと思えるまち、
誰もが住み続けたくなるまちへ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
桐
生

を
効
果
的
に
発
信
す
る
取
り
組
み

を
進
め
る
中
で
、
桐
生
市
出
身
の

画
家
で
あ
る
山
口
晃
さ
ん
に
「
桐
生

市
藝げ
い
じ
ゅ
つ術
大
使
」
に
就
任
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
、
桐

生
の
魅
力
発
信
や
芸
術
文
化
の
発

展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
桐

生
が
岡
動
物
園
で
長
年
市
民
に
親

し
ま
れ
て
き
た
ゾ
ウ
の
イ
ズ
ミ
の

悲
報
は
市
民
に
深
い
悲
し
み
を
も

た
ら
し
ま
し
た
が
、
７
月
に
誕
生

し
た
３
頭
の
ラ
イ
オ
ン
の
赤
ち
ゃ

ん
が
多
く
の
来
園
者
を
呼
び
、
再

び
活
気
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
桐
生
市
で
は
、「
桐
生

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
桐
生
な
ら

で
は
の
地
方
創
生
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
増
加
に
転

じ
る
な
ど
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
住
宅
取
得
の
助
成
や
、
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
の
助
成
は
、
定
住
促
進

や
人
口
減
少
対
策
に
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
は
、
空
き
家
の
利
活
用
と
除
却

を
促
進
す
る
助
成
制
度
を
新
た
に

加
え
、「
き
り
ゅ
う
暮
ら
し
応
援

事
業
」
と
し
て
再
構
築
し
た
う
え

で
、
取
り
組
み
の
更
な
る
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
今
後
も
、「
誰
も

が
住
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
、
誰

も
が
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
桐

生
」
の
実
現
を
目
指
し
、“
元
気・

安
心
・
未
来
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
基
本
政
策
に
基
づ
く
各
種
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
県
と
と
も
に
整
備
を
進
め
て
き

た
「
桐
生
武
井
西
工
業
団
地
」
が

３
月
末
に
完
成
予
定
で
あ
り
、
多

く
の
企
業
に
立
地
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
産
業
の
活
性
化
や
雇
用
の

創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
林
業
振
興
策
と
し
て
梅
田
町

に
お
い
て
計
画
が
進
む
複
合
木
材

市
場
の
多
機
能
集
積
集
荷
場
の
整

備
に
対
し
て
、
用
地
確
保
や
関
連

林
道
の
改
良
の
支
援
を
行
う
な
ど
、

今
後
の
成
長
が
期
待
で
き
る
分
野

に
重
点
を
置
き
な
が
ら
、
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
再
編
整
備
を

進
め
る
中
で
、
地
域
の
健
康
増
進

の
拠
点
で
あ
り
、
災
害
時
の
一
時

避
難
施
設
と
も
な
る
市
民
体
育
館

の
建
て
替
え
に
向
け
、
実
施
設
計

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

板橋上赤坂工業団地（新里町板橋）から撮影した日の出（平成２９年１２月１２日撮影）
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桐
生
市
議
会

議
長

   

森
山
　
享
大

副
議
長

   

福
島
　
賢
一

議
員
（
議
席
順
）

   

工
藤
　
英
人

   

園
田
　
基
博

   

飯
島
　
英
規

   

伏
木
　
康
雄

   

渡
辺
　
　
恒

   

関
口
　
直
久

   

北
川
　
久
人

　
　
人
見
　
武
男

　
　
久
保
田
裕
一

　
　
辻

　
　
正
男

　
　
田
島
　
忠
一

　
　
新
井
　
達
夫

　
　
山
之
内
　
肇

　
　
周
東
　
照
二

　
　
佐
藤
　
光
好

　
　
佐
藤
　
幸
雄

　
　
岡
部
　
純
朗

　
　
河
原
井
　
始

　
　
周
藤
　
雅
彦

　
　
小
滝
　
芳
江

3 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
成
30
年
の
新
春
を
穏
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
高
承
の
と
お
り
、
今
日
の
社

会
情
勢
は
、
国
の
内
外
と
も
激
変

の
中
に
あ
っ
て
、
私
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
各
地
方
自
治
体
に
お
い

て
も
、
人
口
減
少
や
急
速
に
進
行

す
る
少
子
高
齢
化
、
景
気
回
復
の

兆
し
が
見
え
て
き
た
と
は
い
え
依

然
低
迷
が
続
く
地
域
産
業
へ
の
対

応
な
ど
、
課
題
は
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
桐
生
市
に
お

き
ま
し
て
は
、
将
来
を
見
据
え
た

長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
我
々
、
桐
生
市
議
会
は
、
市
民

の
皆
様
か
ら
任
さ
れ
ま
し
た
議
員

と
し
て
の
職
責
を
全
う
す
る
た

め
、
日
々
、
議
会
改
革
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
早

稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所

で
毎
年
行
っ
て
お
り
ま
す
「
議

会
改
革
度
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ
・

２
０
１
６
年
度
」
に
お
い
て
、
全

国
１
７
８
８
あ
る
議
会
の
中
で
第

17
位
、
群
馬
県
内
で
は
、
４
年
連

続
第
１
位
と
大
変
高
い
評
価
を
頂

戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
、
群
馬
県
市
議
会

議
長
会
会
長
、
関
東
市
議
会
議
長

会
会
長
、
全
国
市
議
会
議
長
会
部

会
長
の
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
桐
生
市
議
会
と
他
市
と
の

議
会
間
、
議
員
間
の
交
流
を
通
じ

て
、
全
国
に
し
っ
か
り
と
桐
生
市

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
桐
生
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
時
代
の
潮
流
を
的
確
に
捉
え
、

地
方
創
生
時
代
に
相
応
し
い
、
市

民
に
と
っ
て
「
い
ち
ば
ん
身
近
な

頼
れ
る
議
会
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
掲

げ
、
議
会
の
役
割
を
十
分
に
認
識

す
る
と
と
も
に
、
桐
生
市
の
持
続

的
発
展
の
た
め
、
専
心
努
力
を
傾

注
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ど
う
か
今
年
も
市
民
の
皆
様
の

更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

いちばん身近な
頼れる議会を目指して
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4

重
伝
建
選
定
５
周
年
記
念
事
業

まちの話題

第
10
回
手
づ
く
り
布
の

絵
本
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
展
示

　
平
成
29
年
12
月
１
日
（
金
）
か
ら
３
日
（
日
）
ま
で
、
有
鄰
館
煉
瓦
蔵
で

第
10
回
手
づ
く
り
布
の
絵
本
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
展
示
が
行
わ
れ
、
３

日
間
で
約
１
４
０
０
人
の
来
場
が
あ
り
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
隔
年
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
今
回
は
59
点
も
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
「
織
物
の
ま
ち
大
賞
」、「
織
姫
賞
」、「
空
想
の
翼
賞
」

な
ど
の
受
賞
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
全
て
の
応
募
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、「
布
の
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

や
「
手
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
も
行
わ
れ
、
１
日
に
は
、
来
場
し
た
近

く
の
幼
稚
園
の
園
児
が
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
触
り
な
が
ら
、
展
示
さ
れ
て
い

る
作
品
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
11
月
25
日
（
土
）、
有
鄰
館
煉
瓦
蔵
で
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
（
重
伝
建
）
選
定
５
周
年
記
念
事
業
「
足
あ
と
～
ふ
り
か
え
り
、

こ
れ
か
ら
の
未
来
を
考
え
る
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
約
１
２
０
人
が
集
ま
り
、
実
際
に
修
理
に
携
わ
る
職
人
や
設
計

士
、
建
物
所
有
者
、
建
物
利
用
者
に
よ
る
対
談
や
、
来
場
者
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ド
の
作
成
が
行
わ
れ
、
重
伝
建
の
歴
史
と
今
後
に
つ
い
て
、
改
め
て

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
修
理
し
た
建
物
も
公
開
し
、
参
加
者
に
重
伝
建
の
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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海外販路開拓支援に取り組んでいます

　パーソナルギフトと
生活雑貨の分野におけ
る国内最大級の国際見
本市「東京インターナ
ショナル・ギフト・シ
ョー」に桐生市ブース
を設置し、市内企業と
ともに出展しました。
　また、雲林県にある財団法人紡織産業綜合研究所と
連携出展し、ブース内で雲林県の地場産品を展示しま
した。
＜開催概要＞
期間＝平成29年９月６日（水）～８日（金）
場所＝東京ビッグサイト（東京都江東区）
市ブース来場者＝1,044人（うち海外122人）
出展企業＝６社
商談件数＝218件

　市では、成長著しい東アジア経済圏などの活力を取り込むため、平成25年度
から海外販路開拓支援事業を実施しています。今年度には次の３事業に取り組み、
市内産業の持つ強みを海外に向けて発信しました。
　今後も台湾を始めとした海外の市場開拓を通じ、市内産業の振興を目指します。
　問い合わせは、産業政策課産業政策係（☎内線582）へ。

「台湾雲
うんりんけん

林県諸都市との友好連携に関
する覚書」に基づく産業連携推進会議

「台北テキスタイルフェア
（Ｔ

テ ィ タ ス

ＩＴＡＳ2017）」出展

「第84回東京インターナショナル・
ギフト・ショー秋2017」出展

　平成27年10月22日、台湾雲林県諸都市との間で、
産業経済分野を核とした「友好連携に関する覚書」を
取り交わしました。これは、双方地域の強みを生かし
ながら共に発展を目指そうとするものです。
　この趣旨に基づいて、平成28年度には市長が雲林
県へ訪問し、双方地域の産業界を交えた実務連携会議
を開催しました。
　今年度は、雲林県諸都市関係者が桐生市を訪問し、
これまでの交流をさらに深めるため、産業連携推進会
議を実施しました。
＜会議概要＞
期日＝平成29年9月8日（金）
参加機関＝桐生市、桐生商工会議所、群馬大学、北関
東産官学研究会、市内企業６社、雲林県、虎

こ び

尾鎮
ちん

、財
団法人紡織産業綜

そうごう

合研究所、国立虎
こ び か ぎ

尾科技大学、雲林
県内企業７社
内容＝会議では、双方地域の産業動向の報告や企業連
携可能性についてディスカッションを実施しました。

　台湾で開催される
唯一の繊維関連国際
見本市「台北テキスタ
イルフェア（ＴＩＴＡ
Ｓ）」に、桐生市ブー
スを設置し、市内企業
とともに出展しました。
　また、会期に合わせて、台日産業連携オフィスとの
連携により、出展企業の戦略に応じた現地企業とのマ
ッチング会「台日紡織産業交流会」を開催しました。
＜開催概要＞
期間＝平成29年10月16日（月）～18日（水）
場所＝台北世界貿易中心南港展覧館（台北市）
市ブース来場者＝1,000人
出展企業＝３社、製品のみ出品３社
商談件数＝64件

桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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平成 29 年分

市民税・県民税の
申告と相談

　申告
の
前
に
準
備
を

　申
告
、
相
談
会
場
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
に
必
要

な
領
収
書
な
ど
の
計
算
を
あ
ら
か

じ
め
済
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

※税理士会の申告受付コーナーを３月１日（木）～ 3 月９日（金）に市役所 6 階会議室に設置します。

期日 時間 場所
２月６日（火） 9：00～ 13：00 境野公民館
２月９日（金） 9：00～ 13：00 梅田公民館
２月９日（金） 9：00～ 13：00 菱公民館
２月 14日（水） 9：00～ 13：00 広沢公民館
２月 15日（木） 9：00～ 13：00 川内公民館
２月 16日（金） 9：00～ 13：00 相生公民館

２月 16日（金）～３月２日（金） 9：00～ 16：00 新里総合センター
３階第１会議室

２月 19日（月）～３月 15日（木） 9：00～ 16：00 市役所６階会議室
３月１日（木）～３月８日（木） 9：00～ 12：00 黒保根支所１階フロア

対象地区 期日 時間 場所
涌丸下・涌丸上・田沢上 ２月 16日（金） 9：00～ 15：00

黒保根支所１階
フロア

田沢下・田沢中 ２月 19日（月） 9：00～ 15：00
清水 ２月 20日（火） 9：00～ 15：00

柏山上・鹿角・高楢・楡沢 ２月 21日（水） 9：00～ 15：00
柏山下 ２月 22日（木） 9：00～ 15：00

出合原・前田原 ２月 23日（金） 9：00～ 15：00
川口・城・本宿 ２月 26日（月） 9：00～ 15：00
水沼下・八木原 ２月 27日（火） 9：00～ 15：00
水沼上・津久瀬 ２月 28日（水） 9：00～ 15：00

市内全地区対象の申告・相談受付場所（土・日曜日を除く）

黒保根町対象の申告・相談受付場所（土・日曜日を除く）

平成 29 年分

市民税・県民税の
申告と相談

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
受

け
付
け
は
、
終
了
の
30
分
前
ま
で

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
混
雑
状

況
に
よ
り
、
受
付
時
間
内
で
も
受

け
付
け
を
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
平
成
29
年
分
の
市
民
税
お
よ
び
県
民
税
（
市
・
県
民
税
）
の
申

告
と
相
談
は
、
２
月
６
日
（
火
）
か
ら
３
月
15
日
（
木
）
ま
で
の

期
間
で
、
下
の
表
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
市
民
税
担
当
（
☎
内
線
２
２
６
）
、

ま
た
は
新
里
支
所
市
民
生
活
課
（
☎ 

74
２
２
１
２
）
、
黒
保
根

支
所
市
民
生
活
課
（
☎
96
２
１
１
１
）
へ
。
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　老齢年金を受けている人に、１月中旬から下旬
にかけて日本年金機構から「公的年金等の源泉徴
収票」が郵送されます。１月31日までに源泉徴
収票が届かない場合や紛失した場合には、年金証
書を持参のうえ、桐生年金事務所で再発行の手続
きをしてください。
　この源泉徴収票には、平成29年１月から12月
までの１年間に支払われた年金額、源泉徴収され
た税額、控除の内容が記載されています。年金の
ほかに収入があるなどの理由で確定申告をする人
は、この源泉徴収票が必要になりますので、大切
に保管してください。
　なお、遺族年金、障害年金には税金がかかりま
せんので、これらを受給している人には源泉徴収
票は送られません。
　問い合わせは、桐生年金事務所（☎44‐
2311）または市民課年金係（☎内線273）へ。

年金の源泉徴収票を
郵送します

口座振替済通知書を
郵送します
　平成29年分介護保険料口座振替済通知書と後
期高齢者医療保険料口座振替済通知書を、それぞ
れ１月中旬に郵送します。
　この通知書には、平成29年１月から12月まで
に口座振替により納付した各保険料額が記載され
ています。確定申告の際に必要となりますので、
大切に保管してください。
　介護保険料については、長寿支援課介護管理給
付係（☎内線390・391）へ、後期高齢者医療保
険料については、医療保険課保険税係（☎内線
274・275）へお問い合わせください。

申
告
案
内
は
が
き
の
郵
送

　
前
年
の
状
況
に
よ
り
申
告
が
必

要
と
思
わ
れ
る
人
に
、
申
告
案
内

の
は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

　
申
告
用
紙
は
、
各
申
告
会
場
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
申
告
用
紙
を
郵
送
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
希
望
す

る
場
合
は
、
税
務
課
市
民
税
担
当

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
、
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人
で
す
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
人
や
、
給
与
所
得
者
で
年

末
調
整
を
正
し
く
済
ま
せ
た
給
与

支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市
役

所
に
提
出
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
そ

の
他
の
所
得
が
な
い
人
は
、
申
告

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の
導
入
に
伴

い
、
申
告
書
に
は
本
人
お
よ
び
扶

養
親
族
や
事
業
専
従
者
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　
申
告
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
番
号
確
認
書
類

（
番
号
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
な

ど
）
お
よ
び
身
元
確
認
書
類
（
写

真
付
身
分
証
明
書
な
ど
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
の

確
定
申
告
が
必
要
な
人

　
次
に
該
当
す
る
人
は
市
役
所
で

は
申
告
で
き
ま
せ
ん
。
桐
生
税
務

署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
準
確
定
申
告
（
死
亡
し
た
人
の

申
告
）
を
す
る
人

▼
青
色
申
告
す
る
人

▼
住
宅
借
入
金
な
ど
特
別
控
除
の

適
用
を
受
け
る
人

▼
土
地
・
建
物
の
売
却
に
よ
る
収

入
が
あ
っ
た
人

▼
株
式
の
売
却
に
よ
る
収
入
が
あ

っ
た
人

▼
雑
損
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人

▼
繰
越
控
除
（
純
損
失
・
雑
損

失
）
の
適
用
を
受
け
る
人

▼
先
物
取
引
に
よ
る
収
入
が
あ
っ

た
人

▼
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
（
Ｆ

Ｘ
）
に
よ
る
雑
所
得
が
あ
っ
た
人

▼
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
所
得
が

あ
っ
た
人

▼
山
林
所
得
が
あ
っ
た
人

▼
修
正
・
更
正
の
請
求
を
す
る
人

▼
贈
与
税
・
消
費
税
の
申
告
を
す

る
人

市民税・県民税申告書
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国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
自
宅
な
ど
で

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
の

で
、
書
面
で
印
刷
し
た
も
の
を
送

付
ま
た
は
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
「e

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐T
ax

」
で
送
信

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
初
め
て
「e

‐T
ax

」
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
事
前
準
備
が
必

要
で
す
。

　
詳
し
い
利
用
方
法
な
ど
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.nta.go.jp/

）
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
税
務
署
で
の
申
告
と
相
談

　
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確

定
申
告
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設

確
定
申
告
に
関
す
る
お
知
ら
せ

公的年金などの受給者向け
確定申告不要制度のお知らせ
　
　公的年金などの収入金額の合計額が400万円以下で
あり、かつ、公的年金などに係る雑所得以外の所得金
額が20万円以下であるときは、所得税の確定申告書
を提出する必要はありません。ただし、所得税の確定
申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要
な場合があります。
　なお、所得税の還付を受ける場合や確定申告書の提
出が要件となっている控除（純損失や雑損失の繰越控
除など）の適用を受ける場合は、確定申告書の提出が
必要です。
　また、外国の制度に基づき国外において支払われる
年金など源泉徴収の対象とならない公的年金などを受
給されている人には、この制度は適用されません。
　問い合わせは、桐生税務署（自動音声案内☎22‐
3121）へ。

し
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
会
場
で
は
ご

自
身
で
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
、
申

告
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

場
所
＝
桐
生
税
務
署
（
末
広
町
）

期
間
＝
２
月
16
日
（
金
）
～
３
月

15
日
（
木
）
※
土
、
日
、
祝
日
を

除
く

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
受
け
付
け
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
）

　
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要

し
ま
す
。
複
雑
な
内
容
の
場
合
に

は
、
午
後
３
時
頃
ま
で
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
が
午
後
５
時
を

過
ぎ
る
場
合
に
は
、
再
度
お
越
し

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
桐
生
税
務
署

（
自
動
音
声
案
内
☎
22
３
１
２
１
）

へ
。

　仕事などで平日なかなか税務署に行くことができな
い人の確定申告を、税理士が無料でサポートいたしま
す。複雑な相談には、有料での対応になる場合や、会
場で対応できない場合もあります。
　完全予約制ですのでご注意ください。
期日＝２月 10日（土）
時間＝午前 10時～午後４時
場所＝市民文化会館第２会議研修室
募集人数＝ 20人（先着順）
申し込み＝１月 10 日（水）から（午前 10 時～午後
４時）、電話で関東信越税理士会桐生支部事務局（石
原会計事務所内、☎ 52‐ 2677）へ。

関東信越税理士会桐生支部
休日無料税務相談会

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
、
病
気
な
ど
で
障
害
が
残

っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が

な
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て

い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う

と
い
う
目
的
で
作
ら
れ
た
仕
組

み
で
す
。

　
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、
加

入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年

金
加
入
の
届
け
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
市
民

課
（
市
役
所
１
階
、
〒
３
７
６

‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
里
・

黒
保
根
支
所
市
民
生
活
課
で
も

受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
20
歳
到
達
時
点
で
、

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険
加

入
者
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
人
は
、
手
続
き
不
要

で
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
年

金
係
（
☎
内
線
２
７
３
）
ま

た
は
桐
生
年
金
事
務
所
（
☎

44
２
３
１
１
）
へ
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

国
民
年
金
加
入
の

手
続
き
を

キノピー
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自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

に
は
、
原
則
と
し
て
管
轄
す
る
運

輸
支
局
な
ど
の
名
称
が
表
示
さ
れ

ま
す
が
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
地
域
は
、
地
域
名
を
表
示
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
）
。
国
は
こ
れ
ま
で
に
２
回

募
集
し
、
県
内
で
は
「
前
橋
」

「
高
崎
」
ナ
ン
バ
ー
が
誕
生
し
て

い
ま
す
。

　
国
は
、
登
録
台
数
な
ど
の
条
件

を
緩
和
し
た
う
え
で
、
３
回
目
の

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で
、

認
め
ら
れ
れ
ば
、
平
成
32
年
度
か

ら
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
が
交
付
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

グラフ１：桐生・太田・みどり市合計

グラフ２：桐生市

グラフ３：みどり市

グラフ４：足利市

16％

15％

35％

13％

21％

賛成

どちらかと
いえば賛成

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば反対

反対

賛成反対

どちらかと
いえば賛成

どちらかと
いえば反対

どちらとも
いえない

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば反対

反対 賛成

どちらかと
いえば賛成

賛成

どちらかと
いえば賛成

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば反対

反対

◆
導
入
に
必
要
な
条
件

（
ア
）
単
独
市
町
村
の
場
合
は
、

車
両
登
録
台
数
が
10
万
台
を
超
え

て
い
る
こ
と
。

（
イ
）
複
数
の
市
町
村
を
含
む
地

域
を
対
象
と
し
た
場
合
は
、車
両

登
録
台
数
が
お
お
む
ね
５
万
台
を

超
え
、か
つ
地
域
名
表
示
が
相
当
程

度
の
知
名
度
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

（
ウ
）
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
を
あ
わ
せ
て
導
入
す
る
こ
と
。

（
左
上
図
参
照
）

（
エ
）
対
象
地
域
に
お
い
て
、
住

民
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
。

▼
ナ
ン
バ
ー
導
入
検
討
の

経
過

　
昨
年
８
月
に
、
桐
生
・
太
田
・

み
ど
り
市
の
３
市
で
、
「
渡
良

瀬
」
を
候
補
と
し
て
、
ご
当
地
ナ

ン
バ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
す

る
事
務
担
当
者
に
よ
る
会
議
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
「
渡
良
瀬
」
は
、
地
域
を
象
徴

す
る
川
の
名
前
で
あ
り
、
桐
生
市

歌
に
も
登
場
し
市
民
に
も
な
じ
み

が
あ
る
地
域
名
称
で
あ
る
こ
と
か

ら
桐
生
市
も
こ
の
会
議
に
参
加
し

た
も
の
で
す
。
な
お
、
桐
生
市
は
、

車
両
登
録
台
数
が
約
５
万
５
千
台

「
渡
良
瀬
」
ナ
ン
バ
ー
の
導
入
を

検
討
し
て
い
ま
す

出典：国土交通省資料

18％

17％

21％

33％

11％

19％

16％

18％

36％

11％

24％

25％

7％

36％

8％

で
、
単
独
で
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
を

導
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
10
月
に
は
、３
市
住
民
の
意
向

を
確
認
す
る
た
め
、各
市
１
５
０
０

人
を
無
作
為
に
抽
出
し
て
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
３
市
合
計
で
は
否
定
的
な
意
見

が
多
い
結
果
と
な
り
、
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
桐
生
・
太
田
・
み
ど

り
市
で
の
「
渡
良
瀬
」
ナ
ン
バ
ー

導
入
の
申
請
は
見
送
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　
な
お
、
桐
生
市
と
み
ど
り
市
は
、

肯
定
的
な
意
見
が
多
い
結
果
と
な

っ
て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
２
・
３

参
照
）

　
ま
た
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
は

別
に
、
足
利
市
が
独
自
で
行
っ
た

桐
生
・
太
田
・
み
ど
り
・
足
利
市

を
対
象
圏
域
と
し
た
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
導
入
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で

は
、
「
渡
良
瀬
」
ナ
ン
バ
ー
に
対

す
る
肯
定
的
な
意
見
が
多
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
４

参
照
）

　
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
渡

良
瀬
」
と
い
う
地
域
名
称
に
対
し

て
肯
定
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
桐

生
・
み
ど
り
・
足
利
市
は
、
３
市

で
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
継
続

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
を

　
改
め
て
桐
生
・
み
ど
り
・
足
利

市
の
３
市
で
「
渡
良
瀬
」
ナ
ン
バ

ー
導
入
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
１
月
中

旬
に
実
施
し
ま
す
。
市
が
無
作
為

に
選
ん
だ
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
届
い
た
人

は
回
答
を
記
入
の
上
、
記
載
の
期

限
ま
で
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
企
画

担
当
（
☎
内
線
５
２
４
）
へ
。

図柄入りナンバープレートの例

アンケート結果
（平成29年10月実施）
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■
私
立
な
ど
の
学
校
に
在
籍
し
て

い
る
人
の
申
請

　
３
人
以
上
の
お
子
さ
ん
を
扶
養

し
、
そ
の
う
ち
の
第
３
子
以
降
が

桐
生
市
立
の
小
・
中
学
校
、
群
馬

県
立
桐
生
特
別
支
援
学
校
以
外

（
私
立
や
市
外
な
ど
の
学
校
）
に

在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
、
桐
生
市
立
の
小
・
中
学
校
、

群
馬
県
立
桐
生
特
別
支
援
学
校
の

同
学
年
の
児
童
お
よ
び
生
徒
の
給

食
費
と
同
等
額
を
補
助
金
と
し
て

交
付
し
ま
す
。

　
申
請
に
基
づ
い
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
申
請
期
間
内
に

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
＝
２
月
１
日
（
木
）

～
23
日
（
金
）
※
土
、
日
、
祝

日
は
除
く
。

申
請
方
法
＝
申
請
書
お
よ
び
補
助

金
請
求
書
、
扶
養
し
て
い
る
お
子

さ
ん
全
員
分
の
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
写
し
、
在
籍
し
て
い
る
学

校
の
在
学
証
明
書
（
学
生
証
の
写

し
で
も
可
）
を
学
校
給
食
中
央
共

同
調
理
場
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

区分 貸付金額
（年額）

大学生 408,000円
短期大学生 300,000円
高等専門学校生 180,000円
高校生  96,000円

専修
学校生

高等課程  96,000円 
専門課程 300,000円

桐生商業高校
（☎44‐2477）

桐生工業高校
（☎22‐7141）

相談会
２月19日（月）、３月19日
（月）
18：00～20：00

２月１日（木）・２日
（金）
18：00～20：00

願書受付 ２月22日（木）９：00～16：00
２月23日（金）９：00～12：00

入学検査 ３月８日（木）

桐生女子高校（☎32‐2181）

相談会 ２月４日（日）10：00～12：00
※２月１日より願書・作文用紙配布

願書受付
３月９日（金）～29日（木）９：00～16：00
３月30日（金）９：00～12：00
※土、日、祝日は除く

入学検査 入学願書提出時（事前に電話連絡必要）

定時制課程（再募集および追加募集する場合があります）

通信制課程

　桐生商業高校、桐生工業高校の定時制課程
および桐生女子高校の通信制課程の入学相談
会と入学検査を実施します。
　検査内容は、作文と面接で、応募資格は、
中学校またはこれに準ずる学校を卒業した人
（３月に卒業見込みの人を含む）です。
　なお、定時制課程では募集定員に満たない
場合、再募集および追加募集が行われること
があります。転入学、編入学の場合は検査日
などが異なります。
　問い合わせは、各高校へ。

平成30年度
定時制・通信制課程
入学相談会と入学検査

平
成
30
年
度

奨
学
資
金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　
平
成
30
年
度
分
の
奨
学
資
金
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
対
象
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る

世
帯
の
人
で
、
大
学
・
短
大
・
高

専
・
高
校
・
専
修
学
校
（
修
学
年

数
２
年
以
上
）
に
在
学
中
ま
た
は

入
学
予
定
で
あ
り
な
が
ら
、
経
済

的
理
由
で
修
学
が
困
難
な
人
で
す
。

　
資
金
金
額
は
下
の
表
の
と
お
り

で
、
年
３
回
に
分
け
て
申
請
者
の

口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

　
奨
学
資
金
は
無
利
子
で
、
卒
業

の
翌
月
か
ら
貸
付
年
数
の
２
倍
に

相
当
す
る
期
間
内
に
返
済
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
＝
２
月
１
日
（
木
）
か

ら
28
日
（
水
）
ま
で
に
、
申
請
書

を
市
役
所
４
階
の
教
育
委
員
会
総

務
課
庶
務
係
へ
。
申
請
用
紙
は
同

課
の
ほ
か
、
境
野
・
広
沢
・
梅

田
・
相
生
・
川
内
・
菱
・
新
里
・

黒
保
根
公
民
館
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員

第
３
子
以
降
給
食
費
補
助
金
の

申
請
・
請
求
を
お
忘
れ
な
く

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
　

■
補
助
金
請
求
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す

　
第
３
子
以
降
の
児
童
生
徒
が
桐

生
市
立
の
小
・
中
学
校
、
群
馬
県

立
特
別
支
援
学
校
に
在
籍
し
、
現

在
ま
で
に
交
付
決
定
さ
れ
た
人
に

は
、
２
月
上
旬
ま
で
に
学
校
を
通

じ
、
請
求
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

　
請
求
書
の
提
出
が
な
い
と
、
補

助
金
の
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

２
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
在
籍
す

る
学
校
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
学
校

給
食
中
央
共
同
調
理
場
（
☎

45
０
０
０
３
）
へ
。

会
総
務
課
庶
務
係
（
☎
内
線

６
４
３
）
へ
。
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試
験
期
日
＝
１
月
14
日
（
日
）

※
第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
す
る

第
２
次
試
験
は
１
月
下
旬
の
予
定

で
す
。

試
験
場
所
＝
市
役
所

職
種
・
試
験
内
容

▼
上
級
行
政
＝
大
学
卒
業
程
度
の

教
養
試
験
、
適
正
検
査

▼
上
級
土
木
＝
大
学
卒
業
程
度
の

教
養
試
験
、専
門
試
験
、適
正
検
査

▼
保
育
士
＝
短
大
卒
業
程
度
の
教

養
試
験
、
専
門
試
験
、
適
性
検
査

対
象

▼
上
級
行
政
・
上
級
土
木
＝
昭
和

63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
保
育
士
＝
昭
和
58
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
資
格
を

有
す
る
か
取
得
見
込
み
の
人

採
用
予
定
人
数
＝
各
若
干
人

申
し
込
み
＝
１
月
10
日
（
水
）
ま

で
（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間
に
、
市

役
所
３
階
の
人
事
課
へ
。
郵
送
の

場
合
は
１
月
10
日
（
水
）
必
着
と

し
ま
す
。
試
験
案
内
お
よ
び
申
込

用
紙
は
、
市
役
所
１
階
の
総
合
案

内
所
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
人
事
課
人
事

担
当
（
☎
内
線
５
４
２
）
へ
。

　
広
報
き
り
ゅ
う
（
４
月
号
～

平
成
31
年
３
月
号
）
に
掲
載
す

る
事
業
所
や
商
店
な
ど
の
広
告

を
募
集
し
ま
す
。

　
各
広
告
は
、
カ
ラ
ー
（
４

色
）
刷
り
で
、
ペ
ー
ジ
の
下
段

に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
場
所
・
料
金
・
規
格

■
中
ペ
ー
ジ
に
掲
載

１
号
広
告
＝
３
万
７
８
０
円

（
縦
４
・
５
×
横
17
・
８
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
）

２
号
広
告
＝
１
万
５
３
３
６
円

（
縦
４
・
５
×
横
８
・
８
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
）

■
裏
表
紙
に
掲
載

３
号
広
告
＝
４
万
１
０
４
０
円

（
縦
４
・
５
×
横
17
・
８
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
）

広
告
枠
の
掲
載
数

　
毎
号
の
広
告
枠
は
、
１
号
広

告
は
、
お
お
む
ね
２
枠
（
２
号

広
告
の
場
合
は
、
お
お
む
ね
４

枠
）
、
３
号
広
告
は
１
枠
で
す
。

　
た
だ
し
、
市
政
記
事
が
多
い

場
合
な
ど
は
掲
載
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

　
２
月
１
日
（
木
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
、
申
込
書
に
広
告
原

稿
を
添
え
て
、
市
役
所
２
階
の

広
報
課
へ
。

　
申
込
用
紙
は
同
課
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
号
の
発
行

日
の
１
か
月
前
ま
で
受
け
付
け

ま
す
が
、
受
付
順
に
掲
載
順
位

が
決
ま
り
ま
す
の
で
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
広
報
課

広
報
広
聴
担
当
（
☎
内
線

５
０
６
）
へ
。

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

桐
生
市
職
員
採
用
試
験

上
級
行
政
・
上
級
土
木
・
保
育
士
（
２
次
募
集
）

　高齢者肺炎球菌（定期）予防接種に係る専
用封筒に掲載する有料広告を募集します。
掲載規格＝１枠縦４センチメートル×横９セ
ンチメートル、紺１色で封筒裏面に掲載
掲載枠数・掲載料＝２枠・１枠3万7,160円
封筒の規格・作成枚数＝窓あき長型３号
（120ミリメートル×235ミリメートル）・
１万枚
使用期間＝平成30年４月から平成31年３月
までのおおむね１年間
応募条件＝納付すべき市税などを滞納してい
ないこと
申し込み＝１月10日（水）から31日（水）
までに、申込用紙に必要事項を記入し、直接、
保健福祉会館（末広町）内の健康づくり課へ。
広告掲載基準、掲載の順位などは、桐生市公
用封筒広告掲載要綱をご覧ください。
　申込用紙と桐生市公用封筒広告掲載要綱は、
同課のほか市ホームページにあります。
　問い合わせは、健康づくり課地域医療係
（☎47‐1152）へ。

健康づくり課専用
封筒に掲載する広告
を募集します

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
受
付
開
始

広
報
き
り
ゅ
う
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集
し
ま
す

募集
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市
で
は
、
市
内
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
を
対
象
に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
と
し
て
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
通
し
て
絵
本
を
開
く
楽
し

さ
と
、
親
子
の
心
が
触
れ
合
う
き

っ
か
け
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　
７
か
月
児
健
康
診
査
時
に
赤
ち

ゃ
ん
と
保
護
者
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
な
が
ら
、
２
冊
の
絵
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る

人
を
対
象
に
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
や
絵
本
が
好
き
な
人

の
申
し
込
み
を
、
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　利平茶屋・花見ヶ原森林公園の宿泊施設やバーベキュー
場などの受け付けを２月１日（木）から開始します。
申し込み＝２月１日（木）から４月27日（金）までは、
黒保根支所地域振興整備課産業振興係（☎96‐2113）へ。
４月28日（土）からは各公園へ。
　問い合わせは、黒保根支所地域振興整備課産業振興係
（☎96‐2113）へ。
▼利平茶屋森林公園（☎96‐2588）
　バーベキューやハイキング、川遊びなど自然を満喫でき、
赤城山への登山道も整備されています。鳥居峠からの景色
や遊歩道の「山崖の滝」も楽しめます。
　開園期間＝４月28日（土）～10月31日（水）
▼花見ヶ原森林公園（☎96‐3131）
　キャンプができ、黒

く ろ び

檜山への登山道も整備されています。
　開園期間＝４月28日（土）～９月30日（日）

森林公園予約の受け付け

　青少年団体などの平成30年度の体育館（アリーナと武
道場）の使用を受け付けます。
申し込み＝１月10日（水）から26日（金）までに、直接
青年の家へ。電話では受け付けません。
　問い合わせは、青年の家（☎47‐2186）へ。

平成30年度
青年の家体育館使用受け付け

　
平
成
29
年
10
月
か
ら
開
始
し
た

桐
生
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
で
の

生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

従
事
者
の
研
修
を
行
い
ま
す
。
新

た
な
担
い
手
を
養
成
す
る
２
日
間

の
研
修
で
す
。
介
護
保
険
制
度
の

概
要
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
基
本
、
生
活
援
助
な
ど
に
つ
い

て
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
２
月
７
日
（
水
）
・
８
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
国
際
会
議

室対
象
＝
市
内
６
か
所
の
訪
問
型
サ

ー
ビ
ス
Ａ
事
業
所
の
雇
用
者
ま
た

は
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
従
事
希
望

者募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１
月
10
日
（
水
）
か

ら
25
日
（
木
）
ま
で
に
、
電
話
で

長
寿
支
援
課
長
寿
支
援
係
（
☎
内

線
５
８
７
）
へ
。

　
芸
術
文
化
の
祭
典
と
し
て
５
月

か
ら
６
月
に
開
催
す
る
「
第
70
回

記
念
桐
生
市
文
化
祭
」
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

　
最
優
秀
作
品
は
、
Ｐ
Ｒ
用
の
ポ

ス
タ
ー
や
ち
ら
し
な
ど
と
し
て
使

用
し
ま
す
。

応
募
資
格
＝
中
学
生
以
上

規
格
＝
色
彩
は
、
４
色
フ
ル
カ

ラ
ー
と
し
、
大
き
さ
は
Ａ
２
判

（
５
９
４
ミ
リ
×
４
２
０
ミ
リ
）

と
す
る
。
画
用
紙
は
縦
に
使
用
し
、

募
集
要
項
で
指
定
す
る
文
字
を
記

載
。

応
募
方
法
＝
作
品
裏
の
右
下
に
住

所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
（
学
校
名
と
学
年
）
、

電
話
番
号
、
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
を

記
入
し
、
２
月
９
日
（
金
）
ま
で

に
市
役
所
４
階
生
涯
学
習
課
へ
。

　
募
集
要
項
は
同
課
、
各
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係
（
☎
内
線
６
８
２
）

へ
。

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
会

第
70
回
記
念
桐
生
市
文
化
祭

ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し
ま
す

桐
生
市
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
従
事

者
研
修
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

期
日
＝
１
月
25
日
（
木
） 

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
０
３
号
室

募
集
人
数
＝
60
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１
月
10
日（
水
）か
ら

23
日（
火
）ま
で
に
、電
話
で
図
書
館

（
☎
47
４
３
４
１
）へ
。
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医
師
が
認
め
た
不
妊
・
不
育
症

治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
申
請
日
の
１
年
以
上
前
か

ら
市
内
に
居
住
し
、
医
療
保
険
に

加
入
し
、
か
つ
、
市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

助
成
金
額

▼
不
妊
治
療
費
助
成
金

　
保
険
診
療
一
部
負
担
金
と
保
険

適
用
外
医
療
費
の
２
分
の
１
、
た

だ
し
、
「
群
馬
県
不
妊
に
悩
む
人

へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
」
に
該

当
す
る
場
合
は
、
対
象
医
療
費
総

額
か
ら
県
の
助
成
額
を
差
し
引
い

た
額
の
２
分
の
１
で
、
10
万
円
を

上
限
と
し
、
同
じ
年
度
内
に
１
回
、

通
算
５
回
ま
で
。

▼
不
育
症
治
療
費
助
成
金

　
保
険
診
療
一
部
負
担
金
と
保
険

適
用
外
医
療
費
の
２
分
の
１
で
、

20
万
円
を
上
限
と
し
、
同
じ
年
度

内
に
1
回
、
通
算
５
回
ま
で
。

期
間
＝
治
療
し
た
年
度
ご
と
の
申

請
で
す
。

　
平
成
29
年
度
に
行
っ
た
治
療
に

つ
い
て
は
３
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
づ
く
り

課
（
☎
47
１
１
５
２
）
、
新
里
保

健
セ
ン
タ
ー
（
☎
74
５
５
５
０
）
、

黒
保
根
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

96
２
２
６
６
）
へ
。

不
妊
・
不
育
症
治
療
費
助
成
事

業
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　群馬大学と古民家カフェ「プラスア
ンカー」が連携し、２か月に一度開催
しています。
　今回は、「歴史から見た祇

ぎ お ん

園まつり
と八木節まつり」と題した桐生祇園祭
保存会理事奈良彰一さんによる講話で
す。
期日＝１月20日（土）
時間＝午後３時～４時30分
場所＝プラスアンカー（本町六丁目）
費用＝1,000円（飲み物代含む）
申し込み＝電話でプラスアンカー（☎
080‐1152‐0083）へ。
　問い合わせは、企画課大学連携推進
担当（☎内線577）へ。

アートカフェin桐生

　平成28年度に現地調査した梅田町四丁目の
一部の地籍図と地籍簿が作成されましたので、
閲覧を実施します。
　なお、対象者については、後日通知を発送
します。
期間＝１月19日（金）～２月７日（水）
※土・日曜日を除く。ただし、２月４日
（日）のみ梅田公民館で午前９時から午後４
時まで閲覧を実施します。
時間＝午前９時～午後５時
閲覧場所＝市役所６階会議室
　問い合わせは、農業振興課国土調査係（☎
内線598）へ。

防災講演

　
毎
年
１
月
26
日
は
、
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。

　
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
や
震
災

か
ら
守
る
た
め
の
初
期
消
火
や
消

防
車
に
よ
る
放
水
な
ど
の
訓
練
を

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

期
日
＝
１
月
26
日
（
金
）

時
間
＝
午
前
10
時
か
ら
約
30
分
間

場
所
＝
青
蓮
寺
（
西
久
方
町
）

　
問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
財
保

護
課
文
化
財
保
護
係
（
☎
内
線

６
２
２
）
へ
。

｢

文
化
財
防
火
デ
ー｣

に
伴
う

防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す

昨年の防火訓練の様子

　
日
本
の

防
災
教
育

の
第
一
人

者
で
あ
り
、

桐
生
市
防

災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
東
京
大
学
大
学
院
片

田
敏
孝
特
任
教
授
に
よ
る
防
災

講
演
で
す
。

　
「
近
年
の
大
規
模
災
害
に
学

ぶ
こ
れ
か
ら
の
地
域
防
災
～
こ

れ
か
ら
の
桐
生
市
の
防
災
を
考

え
る
～
」
と
題
し
、
近
年
の
災

害
の
傾
向
や
地
域
防
災
の
あ
り

方
、
大
災
害
に
対
す
る
心
構
え

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
日
＝
１
月
29
日
（
月
）

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル　
問
い
合
わ
せ
は
、
安
全
安
心

課
防
災
係
（
☎
内
線
４
１
５
）

へ
。

国土調査成果を閲覧
できます

１月29日（月）
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委
員
会
総
務
課
で
受
け
付
け

場
所
＝
特
別
会
議
室（
市
役
所
３

階
）

募
集
人
数
＝
５
人（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課（
☎
内
線
６
４
３
）

   

カ
リ
ビ
ア
ン
ビ
ー
チ
と

   

新
里
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
休
館

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
点
検
整
備
に

14

情報
ひろば

情報
ひろば

※本紙面上、費用の記載が
無いものは無料、申込方法
の記載が無いものは申し込
みは要りません。

市役所・支所業務時間
時間＝午前８時30分～午
後５時15分
休業日＝土、日、祝日
（振替休日）、年末年始
※市役所の住民基本台帳・
戸籍業務と税証明交付コー
ナーは午後６時30分まで
※市役所パスポート窓口は
午前9時から午後４時30分まで

日曜窓口（住民基本台帳・
戸籍に関する業務）
▶市役所
期日＝１月７日・21日、２
月4日
時間＝午前９時～午後４時

▶新里・黒保根支所、境
野・広沢・梅田・相生・川
内・菱公民館
期日＝１月７日、２月４日

（１月21日は実施しません）
時間＝午前９時～午後４時

市政に対する御意見を
お寄せください
　投書箱（市役所１階、両支
所）、郵送、ファクシミリ（43
‐1001）または市ホームペ
ージからお寄せいただけま
す。
問い合わせ＝広報課（☎内線
505）

お
知
ら
せ

　

傍
聴
で
き
ま
す

   

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
１
月
22
日（
月
）、
２
月
７

日（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
午
後
１

時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で
教
育

キノピーと

　このコーナーは手話言語条例の施行に
伴い、手話への理解および手話の普及を
促進するためのものです。

問い合わせ＝福祉課（☎内線 259）

  今月は、「お正
月」です。
  両手の人差し指
を横にし、相手に、
手の甲を向けて、
上下に並べ、同時
に上げます。
　１月１日を表し
ています。　「お正月」を表現する

キノピー

手話を覚えよう

伴
う
熱
供
給
停
止
の
た
め
、
そ
れ

ぞ
れ
休
館
し
ま
す
。

▼
カ
リ
ビ
ア
ン
ビ
ー
チ（
☎
70
２

１
２
１
）

休
館
期
間
＝
２
月
１
日（
木
）
～

３
月
１
日（
木
）

▼
新
里
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
74
０

０
９
０
）

休
館
期
間
＝
２
月
２
日（
金
）
～

２
月
21
日（
水
）

　

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
肢
体
障
害
の
人
の
補
装
具
判
定
、

相
談
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
２
月
７
日（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
み
ど
り
市
笠
懸
公
民
館

申
し
込
み
＝
１
月
22
日（
月
）ま

で
に
、
福
祉
課（
☎
内
線
２
６
６
）

へ
。

　

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
２
時

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課（
☎
内
線

２
８
２
）

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
１
月
11
日（
木
）・
25
日

（
木
）

▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
２
月
１
日（
木
）

   

国
民
健
康
保
険
「
健
康
ポ
ス

   

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
展
示

   

市
内
小
・
中
学
生
に
よ
る
42
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
１
月
31
日（
水
）
～
２
月

６
日（
火
）※
土
・
日
曜
日
を
除
く

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
※
6
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
＝
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課（
☎

内
線
２
５
８
）

講
座
・
講
演

　

中
央
公
民
館
講
座

募
集
人
数
＝
各
15
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
費
用
を
添
え
て
、
直

接
中
央
公
民
館（
☎
47
４
３
４
３
）へ
。

▼
は
じ
め
て
の「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」

体
験
講
座

期
日
＝
２
月
18
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
人

費
用
＝
１
５
０
０
円

申
込
開
始
＝
１
月
12
日（
金
）午
前

９
時
か
ら

▼
男
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
講
座

期
日
＝
２
月
９
日（
金
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
男
性

費
用
＝
１
０
０
０
円

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
開
始
＝
１
月
16
日（
火
）午
前

９
時
か
ら

昨年の展示の様子

広報1月号（情報ひろば14-21-24P)_171218_an.indd   14 2017/12/18   18:55:07



15 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

催
し

お
知
ら
せ

募
集

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

御
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
29
年
11
月
９
日
～
11
月
30
日

受
け
入
れ

平
成
29
年
10
月
10
日
～
11
月
21
日

受
け
入
れ

    

男
性
向
け

   

男
女
共
同
参
画
講
座

　「
親
子
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
～
楽

し
く
正
月
太
り
を
解
消
！
～
」と

題
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使

っ
た
簡
単
な
運
動
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
１
月
20
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
昭
和
公
民
館

募
集
人
数
＝
父
親
と
5
歳
以
上
の

子
ど
も
10
組（
先
着
順
）※
家
族
で

の
参
加
も
可

申
し
込
み
＝
１
月
９
日（
火
）か

ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
市
民
生
活
課（
☎

内
線
３
１
７
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
43

１
０
０
１
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shim
inseikatsu@

city.kiryu.
lg.jp

）へ
。
※
代
表
者
氏
名
・
人

数
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

　ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
体
験
講
座

　
自
分
が
面
白
い
と
思
っ
た
本
を

持
ち
寄
っ
て
紹
介
し
合
い
、
チ
ャ

ン
プ
本
を
決
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
体
験
は
少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
で
行
い
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
人
も
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

期
日
＝
２
月
14
日（
水
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
５
時

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
０
３
号
室

募
集
人
数
＝
80
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１
月
10
日（
水
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
図
書
館（
☎

47
４
３
４
１
）へ
。

　ネ
イ
ル
ア
ー
ト
講
座

期
日
＝
２
月
４
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
青
年
の
家

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
・
通
学
す
る
18
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
15
人（
先
着
順
）

費
用
＝
４
０
０
円

持
ち
物
＝
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
し
込
み
＝
１
月
９
日（
火
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
青
年
の
家

（
☎
47
２
１
８
６
）へ
。

　群
馬
県
立
女
子
大
学
出
前
講
座

　「英
文
法
を
楽
し
も
う
」

　　

  

群
馬
県
立
女
子
大
学
の
先
生
を

講
師
に
、
英
文
法
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
１
月
31
日（
水
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所
＝
昭
和
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人
と
桐

生
市
国
際
交
流
協
会
会
員
※
高
校

生
以
上

募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１
月
10
日（
水
）か
ら
、

電
話
で
桐
生
市
国
際
交
流
協
会

（
☎
内
線
５
３
７
）へ
。
協
会
員
は

１
月
９
日（
火
）か
ら
10
人
ま
で
先

行
受
け
付
け
。
※
１
度
の
申
し
込

み
は
２
人
ま
で
。

寄
付
金
（
敬
称
略
）

▼
ラ
ー
メ
ン
「
も
ん
吉
」
／

５
万
７
７
０
円
▼
日
本
メ
ダ
カ

協
会
桐
生
支
部
織
姫
友
の
会

／
１
万
円
▼
㈱
両
毛
シ
ス
テ

ム
ズ
／
39
万
２
９
０
０
円
▼

た
か
の
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／

10
万
６
４
７
１
円
▼
若
林
信
行

／
３
万
円
▼
桐
生
青
果
買
受
人

協
同
組
合
、
桐
生
青
果
㈱
／

２
万
円
▼
新
井
優
子
／
２
万
円

ふ
る
さ
と
桐
生
応
援
寄
附
金

平
成
29
年
10
月
16
日
～
11
月
24
日

受
け
入
れ

▼
安
達
信
昭
／
３
万
円
▼
匿
名

／
２
万
円
▼
匿
名
／
３
万
円
▼

匿
名
／
６
万
円
▼
匿
名
／
３
万

円
▼
匿
名
／
２
万
円
▼
匿
名
／

１
０
０
０
円
▼
匿
名
／
２
万
円

▼
匿
名
／
２
万
円
▼
匿
名
／

１
万
円

▼
桐
生
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

／
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
８
０
０

個
及
び
花
壇
作
成
一
式
▼
桐
生

青
果
買
受
人
協
同
組
合
、
桐
生

青
果
㈱
／
み
か
ん
40
箱
、
り
ん

ご
31
箱
、
バ
ナ
ナ
42
箱
▼
タ
カ

ハ
シ
刺し
し
ゅ
う繍
／
イ
ズ
ミ
ち
ゃ
ん
の

刺
繍
額
１
点

物
品
（
敬
称
略
）

広
告
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　意見提出手続（パブリック・コメント）

●案件名＝第７期桐生市高齢者保健福祉計画（案）
（平成30年度～平成32年度）
●募集期間＝１月15日（月）～２月14日（水）
●担当課＝長寿支援課（☎内線588）
※案は、担当課、広報課、新里・黒保根支所、
市ホームページにあります。

●案件名＝桐生市第５期障害福祉計画・第１
期障害児福祉計画（案）
●募集期間＝１月15日（月）～２月14日（水）
●担当課＝福祉課（☎内線259）
※案は、担当課、広報課、新里・黒保根支所、
総合福祉センター（新宿三丁目）、市ホーム
ページにあります。

　親
子
和
紙
作
り
教
室

　
保
護
者
が
い
れ
ば
親
子
で
な
く

て
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
日
＝
２
月
10
日（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー募
集
人
数
＝
25
人（
先
着
順
）

費
用
＝
１
人
３
０
０
円

申
し
込
み
＝
１
月
13
日（
土
）か
ら
、

電
話（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）で

青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

32
２
６
４
４
）へ
。

　自
然
観
察
の
森
行
事

　
①
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。

申
し
込
み
＝
1
月
11
日（
木
）か
ら
、

電
話
で
自
然
観
察
の
森（
☎
65
６

９
０
１
）へ
。
※
火
曜
日
を
除
く

①
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
楽
し

も
う

▼
カ
モ
を
見
に
行
こ
う

期
日
＝
１
月
14
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所
＝
太
田
頭
首
工（
広
沢

町
六
丁
目
）

▼
鳥
の
姿
と
動
き
を
見
よ
う

期
日
＝
１
月
21
日（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車

場②
森
の
ク
ラ
フ
ト
つ
く
り

期
日
＝
１
月
20
日（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時
30
分

集
合
場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー募
集
人
数
＝
20
人（
先
着
順
）

③
冬
の
こ
ど
も
探
検
隊

期
日
＝
２
月
３
日（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
３
時

対
象
＝
小
学
生

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

集
合
場
所
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
　職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

申
し
込
み
＝
電
話
で
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
（
☎
54
２
１
０
１
）へ
。

※
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

▼
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
講

座期
日
＝
２
月
15
日（
木
）・
22
日

（
木
）

時
間
＝
午
後
６
時
45
分
～
８
時
45

分募
集
人
数
＝
20
人（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
５
１
０
円

申
込
締
切
＝
２
月
２
日（
金
）

▼
将
来
に
備
え
る
！
退
職
後
の
人

生
設
計
講
座

　
年
金
の
最
新
情
報
や
正
し
い
知

識
か
ら
人
生
設
計
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
２
月
21
日（
水
）

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分募
集
人
数
＝
20
人（
抽
せ
ん
）

費
用
＝
２
６
０
円

申
込
締
切
＝
２
月
２
日（
金
）

　生活習慣病を予防する簡単なメニューを
実習し試食します。各講座とも、
どちらか都合のよい日を申し込
んでください。
時間＝午前10時～午後１時※
午前９時30分から受け付け
場所＝保健福祉会館（末広町）
対象＝市内に居住する人
募集人数＝各日30人（先着順）
費用＝500円※当日集金します。
申し込み＝実施日の７日前までに、電話で健
康づくり課（☎47‐ 1152）へ。
▼減塩！高血圧対策メニュー
期日＝１月26日（金）・31日（水）
▼コレステロール値改善メニュー
期日＝２月６日（火）・16日（金）　

けんこうクッキング

広
告

16
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募
集

お
知
ら
せ

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

催
し

講
座
・
講
演

ス
ポ
ー
ツ

広
告

催
し

　桐
生
文
化
芸
術
発
信
事
業

 
　　

白
瀧
姫
を
テ
ー
マ
に
し
た
創
作

舞
踊
と
、
歌
舞
伎
俳
優
の
市
川
猿

之
助
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
行
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
市
民

文
化
会
館（
☎
22
９
９
９
９
）お
よ

び
桐
生
音
協（
☎
53
３
１
３
３
）に

あ
り
ま
す
。
※
１
月
20
日（
土
）か

ら 期
日
＝
３
月
21
日（
祝
）

時
間
＝
午
後
3
時
開
演

場
所
＝
市
民
文
化
会
館
シ
ル
ク
ホ

ー
ル

費
用
＝
１
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
文
化
芸
術
発

信
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
内
☎
内
線
６
８
２
）

　桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
２
月
３
日（
土
）・
17
日

（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
有
鄰
館
内
桐
生
か
ら
く
り

人
形
芝
居
館

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課（
☎

内
線
５
６
６
）

　桐
生
が
岡
遊
園
地
の
催
し

　
雨
天
中
止
で
す
。

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
が
岡

遊
園
地（
☎
22
７
５
８
０
）

▼
ワ
ン
太
＆
と
ら
の
す
け
が
や
っ

て
く
る
！

　
駄
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
14
日（
日
）・
21
日

（
日
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②
午
後

１
時
30
分
か
ら

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

募
集
人
数
＝
各
回
50
人（
先
着
順
）

▼
観
覧
車
に
乗
っ
て
♪
キ
ノ
ピ
ー

か
ら
お
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト

期
日
＝
１
月
27
日（
土
）・
28
日

（
日
）

時
間
＝
①
午
前
９
時
30
分
か
ら
②

午
後
１
時
30
分
か
ら

対
象
＝
観
覧
車
に
乗
っ
た
小
学
生

以
下
の
子
ど
も

募
集
人
数
＝
各
回
50
人（
先
着
順
）

▼
遊
園
地
で
福
を
呼
ぼ
う
！
ワ
ン

太
と
と
ら
の
す
け
の
福
ま
き

　
節
分
豆
や
お
菓
子
な
ど
の
福
ま

き
を
し
ま
す
。
２
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
に
は
別
途
お
菓
子
を
手
渡
し

し
ま
す
。
※
終
わ
り
次
第
終
了

期
日
＝
２
月
３
日（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
か
ら

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

　寒
中
天
体
観
察
会

　　
冬
の
星
空
を
望
遠
鏡
な
ど
で
観

察
し
ま
す
。
温
か
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
※
天
候
が
悪
い

と
き
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
で
天

文
教
室
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
１
月
27
日（
土
）

時
間
＝
午
後
６
時
～
８
時

場
所
＝
図
書
館
天
体
観
測
室
お
よ

び
屋
上

募
集
人
数
＝
30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
１
月
10
日（
水
）か
ら
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
図
書
館（
☎

47
４
３
４
１
）へ
。

  桐生市は東電タウン
プランニング株式会社
群馬総支社と「地域貢
献型電柱広告に関する
協定」を締結しました。
  この協定により、事
業者が電柱広告を掲載
する際、一部のスペー
スを地域貢献として市
の事業周知のために使
用できるようになりま
した。
　今回、市では通学路
の電柱に、交通安全対
策として通学児童・生
徒の安全確認と運転手
へ 注 意 喚 起 の た め の

「通学路　子供に気を
つけよう」の表示を掲
載します。
　現在、この地域貢献型電柱広告に宣伝
広告を掲載する事業者を募集しています。
ぜひ、ご協力ください。
問い合わせ＝総務課（☎内線533）また
は東電タウンプランニング株式会社（☎
0120 ‐ 559 ‐ 108）へ。

地域貢献型電柱広告
スポンサー募集
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０
円
）。

▼
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ

「
豊
嶋
泰や
す
し嗣（V

l.

）＆
上
原
彩
子

（P
f.

）　
デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

期
日
＝
２
月
25
日（
日
）

時
間
＝
午
後
３
時
開
演

場
所
＝
小
ホ
ー
ル

費
用
＝
全
席
指
定
４
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
※
未
就

学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

　
吾
妻
公
園

　
第
　
回
洋
ら
ん
展

　
桐
生
洋
ら
ん
愛
好
会
の
皆
さ
ん

が
育
て
た
２
５
０
鉢
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
２
月
３
日（
土
）
～
12
日

（
振
休
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時
※

12
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
＝
吾
妻
公
園
温
室
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
室

問
い
合
わ
せ
＝
吾
妻
公
園（
☎
22

８
６
３
６
）

18

広
告

　
１
月
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

期
日
＝
１
月
13
日（
土
）・
14
日

（
日
）・
27
日（
土
）・
28
日（
日
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室

募
集
人
数
＝
50
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館（
☎
47
４
３

４
１
）1
階
カ
ウ
ン
タ
ー
で
配
布
。

　
市
民
文
化
会
館
の
催
し

　
チ
ケ
ッ
ト
は
市
民
文
化
会
館
に

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
文
化
会
館

（
☎
22
９
９
９
９
）

▼
群
馬
交
響
楽
団
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
　

「
炎
の
マ
エ
ス
ト
ロ
“
コ
バ
ケ
ン

再
び
”」

期
日
＝
２
月
18
日（
日
）

時
間
＝
午
後
３
時
開
演

場
所
＝
シ
ル
ク
ホ
ー
ル

費
用
＝
全
席
指
定
３
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
※
未
就

学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
託
児

が
あ
り
、
申
し
込
み
は
２
月
７
日

（
水
）ま
で（
未
就
学
児
１
人
３
０

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

　
１
１
０
番
は
市
民
の
安
全
を
守

る
緊
急
通
報
電
話
番
号
で
す
。
相

談
な
ど
は
、
近
く
の
警
察
署
ま
た

は「
＃
９
１
１
０
」へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
警
察
署（
☎

43
０
１
１
０
）

必
ず
確
認
、
最
低
賃
金
　

　
群
馬
県
特
定（
産
業
別
）最
低
賃

金
の
時
間
額
が
12
月
22
日
か
ら
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額
＝
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製

造
業
…
８
７
６
円
／
一
般
機
械

器
具
製
造
業
、
電
気
機
械
器
具

製
造
業
、
輸
送
用
機
械
器
具
製

造
業
…
８
６
５
円

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
７
）

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
に

よ
り
、
事
業
主
に
は
妊
娠・出
産・

育
児
休
業
な
ど
を
理
由
と
す
る

解
雇
や
退
職
強
要
だ
け
で
な
く
、

上
司
、
同
僚
に
よ
る
こ
れ
ら
を
理

由
と
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止

す
る
措
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
９
）

期日＝２月５日から３月19日までの毎週月曜日※２月12
日（振休）を除く
時間＝午後６時～７時
場所＝桐生スケートセンター
対象＝市内に居住または通園・通学しているアイスホッケ
ー初心者の年長児と小学生※アイスホッケークラブに所属
している場合は対象外です。
募集人数＝20人（先着順）
費用＝1,000円
持ち物＝厚手の手袋※持っている人は肘・膝当て、ヘルメ
ット、スケート靴
申し込み＝１月11日（木）から、電話で市民体育館（☎54
‐ 5705）へ。 ※申し込みには保護者の承諾と、毎回送迎
が必要になります。

初心者こども
アイスホッケー教室
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19 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111

 各 種 相 談 案 内

募
集

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ

催
し

相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※電話での相談にも応じます。

無料法律相談
（弁護士による相談）

1月4日・11日・18日・25日、2月1日
の各木曜日
午前10時～正午

市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線355・503）

※要予約。２週間前から市民相談室（☎内線355・503）で、午前９時から午後４時まで先着順
に受け付けます。相談人数は１日当たり７人です。桐生市に住民登録している人が対象です。
1月9日（火）

午前10時～正午
新里総合センター（3階）

新里支所市民生活課（☎74‐

2212）
※要予約。1月5日(金）午後3時までに新里支所市民生活課（☎74‐2212）で、先着順に受け付
けます。相談人数は1日当たり7人です。桐生市に住民登録している人が対象です。

人権相談
（人権侵害や差別などに
   関する相談）
行政相談
（国などの仕事への要望・
   苦情）

1月9日・23日の各火曜日
午後1時30分～3時30分 市民相談室（市役所２階） 市民相談室（☎内線573）

※9日・23日の人権相談は女性相談員が対応できます。希望者は、お申し出ください。

1月10日（水）、2月1日（木）
午前9時30分～11時30分 新里総合センター（３階） 新里支所市民生活課

（☎74‐2212）

1月22日(月）午前9時～11時 黒保根支所（２階） 黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

消費生活相談
（消費生活の苦情や相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前9時～午後4時

桐生市消費生活センター
（保健福祉会館４階）

桐生市消費生活センター
（☎40‐1112）

労働相談
（職場のトラブルに関する相談）

１月５日・19日、2月2日の各金曜日
午前9時～正午 市民相談室（市役所２階） 産業政策課（☎内線564）

子育て相談
（子育て相談に関すること）
児童虐待通報
（児童虐待と思ったら）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分 保健福祉会館（末広町）３階 子育て支援課子育て相談係

（☎43‐2000）

24時間対応 群馬県東部児童相談所（☎0276‐31‐3721）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
土、日、祝日は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

４
月
か
ら「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

　
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
開

始
し
た
有
期
労
働
契
約
を
対
象
に
、

契
約
が
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年
を

超
え
た
と
き
は
、
労
働
者
の
申
し

込
み
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な

い
労
働
契
約
に
転
換
で
き
る
ル
ー

ル
で
す
。
対
応
す
る
準
備
を
早
急

に
進
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室（
☎
０
２
７
‐
８

９
６
‐
４
７
３
９
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
バ
レ
イ
勉
強
会

  

詳
細
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ

ズ
バ
レ
イ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://kids-valley.org/
cocotom

o/

）で
確
認
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所
＝
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス「c

コ

コ

ト

モ

ocotom
o

」

（
本
町
五
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ

ズ
バ
レ
イ（
☎
46
７
４
８
６
）

▼
コ
コ
ト
モ
朝
活

期
日
・
内
容
＝
①
１
月
27
日（
土
）

／
会
議
の
効
率
を
上
げ
る
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
基
礎
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
②
２
月
10
日（
土
）
／
新
規

事
業
の
担
当
者
必
見
！
ア
イ
デ
ア

が
湧
き
出
す
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
法
③
２
月
17
日（
土
）
／
営

業
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
10
時
30

分募
集
人
数
＝
各
日
20
人

費
用
＝
各
日
7
０
０
円

▼
在
宅
就
労
講
座

期
日
＝
１
月
29
日（
月
）

時
間
・
内
容
＝
①
午
前
10
時
～
11

時
／
す
き
ま
時
間
に
自
分
の
ペ
ー

ス
で
働
く「
在
宅
ワ
ー
ク
入
門
講

座
」②
午
前
11
時
～
正
午
／
未
経

験
か
ら
始
め
る「
子
育
て
コ
ラ
ム

お
仕
事
講
座
」

※
①
、
②
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の

参
加
も
可
。

き
り
し
ん
金
融
大
学
桐
生
タ
イ
ム

ス
分
校「
大
人
の
お
金
講
座
」　

　「
人
生
の
そ
な
え
」を
テ
ー
マ
に
、

上
手
に
貯
蓄
を
す
る
方
法
を
徹
底

解
説
し
、
計
画
的
な
人
生
設
計
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
20
日（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所
＝
桐
生
商
工
会
議
所
ケ
ー
ビ

ッ
ク
ホ
ー
ル（
錦
町
三
丁
目
）

申
し
込
み
＝
電
子
メ
ー
ル
で

桐
生
タ
イ
ム
ス（daigaku@

kiryutim
es.co.jp

）へ
。

※
件
名「
き
り
し
ん
金
融
大
学
」、

本
文
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
信
用
金
庫 

（
☎
44
８
１
８
１
）

　
広
報
き
り
ゅ
う
平
成
29
年

12
月
号
23
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
休
日
歯
科
診
療
所
の
受
付

時
間
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
受
け
付
け
は
午

後
２
時
30
分
ま
で
」
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

講
座
・
講
演
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広報きりゅう平成30年１月号 20

場所 行事 期日 受付時間 対象・内容

保健福祉
会館

（末広町）

１歳児かみかみ教室 2 / 2（ 金 ） 9:30 ～ 10:00 平成 29 年 2 月生まれ
７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
絵本を配布（ブックスタート事業）

2 / 7（ 水 ）13:20 ～ 13:45 平成 29 年 6 月 16 日～ 7 月 7 日生まれ

１歳６か月児健康診査 2/14（水）13:20 ～ 14:00 平成 28 年 7 月 13 日～ 8 月 11 日生まれ
育児相談 2/16（金）13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者
３歳児健康診査 2/19（月）13:20 ～ 14:00 平成 26 年 8月6日～ 9月7日生まれ

もぐもぐ離乳食 2/20（火） 9:30 ～ 9:45 生後およそ 5、6 か月のお子さんと保護者
申し込みが必要で、参加費は 100 円です。

３か月児健康診査 2/27（火）13:20 ～ 13:45 平成 29 年 10 月 16 日～ 11 月 11 日生まれ

２歳児歯科健康診査 2/28（水）13:20 ～ 14:00 平成 27 年 7 月 28 日～ 8 月 28 日生まれ

新里町
保健文化
センター

育児相談 2 /８（ 木 ）13:30 ～ 14:00 未就学児と保護者
１歳児かみかみ教室 2/21（水） 9:30 ～ 10:00 平成 29 年 1 月 1 日～ 4 月 1 日生まれ
３か月・７か月児健康診査
ステップアップ！離乳食
7 か月児に絵本を配布（ブックスタート事業）

2/22（木）13:20 ～ 13:45
平成29年10月14日～11月30日生まれ（3か月）

平成 29 年 7 月1 日～ 7 月31 日生まれ（7 か月）

３歳児健康診査 2/26（月）13:20 ～ 14:00 平成 26 年 7 月 24 日～ 10 月 31 日生まれ

乳・幼児　健康診査など 問い合わせ＝健康づくり課（☎47‐1152）、新里保健センター（☎74‐5550）　
　　　

子育て ナビゲーション

　児童手当、児童扶養手当および特別児童扶養手当（支給要件や所得制限あり）の支給要件に該当すると
思われる人で、認定請求をしていない場合はご相談ください。
問い合わせ＝子育て支援課（☎内線308）、新里支所市民生活課（☎74‐2904）、黒保根支所市民生活
課（☎96‐2112）

●児童手当

対象＝中学校卒業までの児童を養育している人
児童1人あたりの月額＝３歳未満…15,000円、
３歳以上小学校修了前…10,000円（第３子以降
は15,000円）、中学生…10,000円
　なお、児童を養育している人の所得が限度額以
上の場合は、特例給付として、児童１人あたり月
額5,000円を支給します。

●児童扶養手当　
　支給期間は、児童が18歳に達する年の年度末
までです。
　ただし、精神または身体に一定以上の障害があ
る場合は20歳未満までです。
対象＝次のいずれかの条件に該当する児童を監護
している父または母や、父または母に代わって養
育している人
○父母が離婚

○父または母が死亡した
○父または母が重度の障害者
　（障害年金１級程度）
○父または母が生死不明
○父または母が１年以上遺棄
○父または母が１年以上拘禁
○父または母がＤＶ保護命令を受けた
○母が未婚
○孤児など
児童1人あたりの月額＝１人目…42,290円～
9,980円、２人目…9,990円～5,000円加算、３
人目以降１人あたり5,990円～3,000円加算

●特別児童扶養手当
対象＝精神または身体に一定以上の障害がある
20歳未満の児童を養育している人
児童１人あたりの月額＝１級…51,450円、２級
…34,270円
※障害の程度により金額が異なります。

子育て世帯対象の助成制度
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福
祉
医
療
費
助
成
制
度

　　
加
入
す
る
健
康
保
険
で
医
療
機

関
な
ど
を
受
診
し
た
と
き
に
、
医

療
費
の
自
己
負
担
額
を
市
が
助
成

す
る
制
度
で
す
。

　
対
象
者
に
は
受
給
者
証
を
発
行

し
ま
す
の
で
、
受
診
前
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す

人①
15
歳
に
な
る
誕
生
日
以
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
（
４

月
１
日
生
ま
れ
は
15
歳
誕
生
日
の

前
日
ま
で
）

②
18
歳
に
な
る
誕
生
日
以
後
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も
（
４

月
１
日
生
ま
れ
は
18
歳
誕
生
日
の

前
日
ま
で
）
を
扶
養
し
て
い
る
母

子
・
父
子
家
庭

③
父
母
の
い
な
い
18
歳
に
な
る
誕

生
日
以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
子
ど
も
（
４
月
１
日
生
ま
れ
は

18
歳
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課
（
☎

内
線
２
６
０
・
２
７
２
）

１
月
の
お
は
な
し
会

　
　
　

　
来
場
し
た
お
子
さ
ん
の
年
齢
に

あ
わ
せ
、
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

●
図
書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）

期
日
＝
１
月
13
日
（
土
）
・
18
日

（
木
）
・
27
日
（
土
）

時
間
＝
土
曜
日
は
午
前
11
時
か
ら

30
分
程
度
。
木
曜
日
は
午
前
10
時

30
分
か
ら
30
分
程
度

●
新
里
図
書
館（
☎
74
８
０
８
０
）

期
日
＝
１
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　　
発
達
が
気
が
か
り
な
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
専
門
員
や
医
師
が
心
理

学
的
・
医
学
的
な
面
か
ら
の
相
談

判
定
や
助
言
指
導
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
２
月
８
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
子
育
て
支
援
課
子
育

て
相
談
係
（
☎
43
２
０
０
０
）
へ
。

す
こ
や
か
栄
養
相
談

　　
妊
娠
中
の
食
事
、
母
乳
栄
養
、

離
乳
食
の
す
す
め
方
、
子
ど
も
の

食
事
、
偏
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
こ

と
や
肥
満
・
や
せ
な
ど
の
不
安
な

ど
成
長
に
合
わ
せ
た
栄
養
の
相
談

を
管
理
栄
養
士
が
行
い
ま
す
。
来

館
が
で
き
な
い
場
合
は
電
話
相
談

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
日
程
が
合

わ
な
い
場
合
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
２
月
５
日
（
月
）

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
（
☎
47
１
１
５
２
）
へ
。

　

桐生っ子
パチリいい顔

堀
ほりぐち

口 芽
め い

依ちゃん
2 歳 6 か月

（仲町一丁目）

三輪車大好きな芽依。
フリフリの可愛い洋服
も大好き。
将来が楽しみだね。

　市内に居住する３歳まで（申
し込み時）の桐生っ子を募集し
ます。
申し込み ＝ Ｅメール （koho@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの
氏名（フリガナ）、生年月日、住所、
保護者氏名、電話番号とお子さ
んへのメッセージ（40 文字以内）
を記入し、お子さんの画像デー
タを添付の上、広報課（☎内線
506）に申し込んでください。

石
いしはら

原 千
ち せ

聖ちゃん
１歳 5 か月

（本町五丁目）

見つけた！が得意なち
せ。
これからもいろんな発
見をしよう！

群馬こども救急相談

☎♯８０００（短縮）

　休日や夜間（翌朝８時まで）に子ども
が急に具合が悪くなったとき、相談に応
じます。

野
の ぐ ち

口 陽
ひ な た

向ちゃん
１歳６か月

（広沢町五丁目）

お兄ちゃんの真似ばか
りしているひなたくん。
いっぱい食べて大きく
なってね！

21 桐生市役所　　☎0277 ‐ 46 ‐ 1111
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定期的な検診を
　がんは、日本人の死因第１位であり、２人に
１人がかかるとも言われています。しかし、市
ではがん検診を受けている人が少ないのが現状
です。がんは人ごとではありません。がん検診
を定期的に受けましょう。
正しい知識を持ちましょう
　がんの種類によって差はありますが、多くの
がんは早期に発見すれば約９割が治ります。が
んの早期発見・早期治療ができれば、それだけ
完治の可能性が高くなるだけでなく、治療に必
要な費用や時間などの負担も軽くなります。
　「血縁者でがんになった人はいないから」と
気にしない人もいますが、遺伝によるがんの発
症はまれなケースです。むしろ、食生活や飲酒、
喫煙、睡眠といった普段の生活習慣が大きく影
響していると言われています。
がん予防のための５つの生活習慣
①禁煙
　喫煙は、肺がんの最大の原因です。喫煙者は、
非喫煙者と比較して肺がんの発症リスクが約４
倍になります。さらに喫煙は、ほかの多くのが
んの発症リスクを高める要因となっており、禁
煙はがん予防の基本です。
②アルコールは控えめに
　酒を大量に飲むと発がん物質が体内に取り込

元気織りなす桐生 21

まれやすくなり、アルコールが通過する口
こうくう

腔、
咽頭、食道やアルコールを処理する肝臓などの
がんにかかる危険性が高まります。
③食生活の改善
　塩分の取り過ぎは胃がん、熱い飲食物の摂取
は食道がんのリスクを高める可能性があります。
また、野菜や果物の摂取が不足していると、が
んのリスクが高くなることがわかっています。
④体をよく動かす
　１日の身体活動量が多い人ほど、がん全体の
発症リスクが低いことがわかっています。身体
活動には、運動のほかに仕事や家事などによる
活動も含まれます。普段の生活の中で可能な限
り体を動かす時間を増やしましょう。
⑤適正体重を維持する
　肥満は、がんの原因になる場合があります。
また、やせ過ぎもがんの原因になると言われて
います。自分自身の体重を適正な範囲に保つこ
とが、がんの予防には大切です。
がん検診の受け方
　市では、がん検診の受診券を毎年５月下旬に
対象者に郵送しています。１月14日（日）に
は保健福祉会館で、平成29年度最後の成人総
合検診を行います。がん検診をまだ受けていな
い人は、この機会にぜひ受診しましょう。
　問い合わせは、健康づくり課へ。

がん検診と生活習慣の見直しでがんを予防！

胃がん検診 結核・肺がん 
検診

前立腺がん 
検診 大腸がん検診 乳がん甲状腺 

がん検診
子宮頸

けい

がん 
検診

対象 ４０歳以上の人 ４０歳以上の人 ５０歳以上
の男性 ４０歳以上の人 ４０歳以上で前年度

未受診の女性
２０歳以上

の女性

検診内容 バリウムによる胃部
エックス線撮影

胸部エックス線
撮影／喀

かくたん

痰細胞診
採血

（ＰＳＡ検査）
２日間便潜血反応 

検査（容器配付）
乳房エックス線
撮影／視触診

視診／内診／
細胞診（頸部）

受付時間 ８：３０～１０：００ ８：３０～１１：００
１３：００～１５：００ ８：３０～１１：００ ８：３０～１５：００ １３：００～１４：００ １３：００～１４：００

費用など
（すべて 70 歳

以上無料）

1,000 円
※申し込みが必要

胸部エックス線 500 円
（65 歳以上無料）／

喀痰細胞診 700 円
500 円

500 円※容器回収は
1 月21 日（日）

8：30 ～ 11：00

1,500 円
※申し込みが必要 1,100 円

がん集団検診
　１月14日（日）に、保健福祉会館（末広町）を会場に下表のとおり各種がんの集団検診を実施します。詳しく
は、昨年５月下旬に送付した通知に同封している「日程と受け方」をご覧ください。問い合わせは、健康づくり課
または新里・黒保根保健センターへ。

健康づくり課（☎ 47 ‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74 ‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96 ‐ 2266）
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※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎ 22 ‐ 0099（24 時間対応）

休日緊急歯科診療所 ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後 3時（受け付けは午後
2時 30分まで）
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）
※受診の際は、事前にご連絡ください。

　１・２月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

１月１日
（元日）

内・循・小児科 寺田内科小児科医院（77‐1100） みどり市笠懸町

内・消・循環器科 矢部クリニック（45‐3711） 錦町一丁目

眼科 北川眼科医院（44‐1010） 仲町一丁目

２日
（火）

内・小児科 金沢医院（52‐0898） 相生町一丁目

内科 みどり病院（76‐1110） みどり市笠懸町

外・整形外科 こんどう整形外科医院（44‐5066）仲町二丁目

３日
（水）

泌・内・小児科 きたむらクリニック（30‐7577） みどり市大間々町

内科 菊地医院（45‐2883） 琴平町

内科 わたらせリバーサイドクリニック（53‐3166）相生町一丁目

７日
（日）

小児科 おのこどもクリニック（20‐7780）新宿三丁目

内科 桐生協立診療所（53‐3911） 相生町二丁目

麻・内科 アイダ痛みのクリニック（30‐7077） みどり市大間々町

８日
（祝）

小児科 希望の家療育病院（73‐2605） みどり市大間々町

内科 細井内科医院（44‐3818） 浜松町一丁目

外・眼科 桐生クリニック（54‐1350） 広沢町二丁目

14日
（日）

小児科 みらいこどもクリニック（47‐8200）みどり市笠懸町

内科 木村クリニック（44‐7781） 本町四丁目

耳鼻咽喉科 日野医院（54‐1820） 広沢町四丁目

21日
（日）

小児科 アウルこどもクリニック（70‐2112） 新里町山上

内科 石川内科クリニック（47‐3014） 東五丁目

耳鼻咽喉科 大前医院（22‐3387） 元宿町

28日
（日）

内・小児科 飯山医院（76‐9130） みどり市笠懸町

内科 菅胃腸科内科小児科医院（72‐1240）みどり市大間々町

内科 権守内科医院（43‐7757） 堤町三丁目

2月4日
（日）

小児科 みらいこどもクリニック（47‐8200）みどり市笠懸町

外・内科 恵愛堂クリニック（74‐2311） 新里町新川

産婦・内科 たかのす診療所（65‐9229） 川内町二丁目

１・２月 休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

１月１日
（元日）

高田接骨院（43‐1713）境野町二丁目

なかじま接骨院（73‐6902）みどり市大間々町

２日
（火）

中島接骨院仲町（43‐4117）仲町二丁目

高橋接骨院（52‐0846）広沢町五丁目

３日
（水）

中島接骨院（22‐8555）宮前町一丁目

中里接骨院（52‐6336）広沢町一丁目

７日
（日）

くぼづか接骨院（77‐2112）みどり市笠懸町

今井接骨院（43‐1111）東一丁目

８日
（祝）

澤接骨院（53‐9966） 相生町一丁目

深澤接骨院（46‐2929）境野町二丁目

14日
（日）

近藤接骨院（72‐1455）みどり市大間々町

福間接骨院（44‐5100）東七丁目

21日
（日）

藤倉接骨院（43‐5374）境野町六丁目

武藤接骨院（22‐4667）宮前町一丁目

28日
（日）

武井接骨院（77‐1156）みどり市笠懸町

ひろさわ接骨院（46‐6633）広沢町六丁目

2月4日
（日）

中村接骨院（32‐1878）梅田町一丁目

みのる接骨院（55‐1511）相生町二丁目

平日夜間急病診療所 ☎ 47 ｰ 2501
期日＝月～土曜日（祝日、年末年始を除く）
時間＝午後７時 30分～ 10時 30分
診療科目＝内科、小児科
場所＝桐生メディカルセンター１階（元宿町）

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
専
門
医
師
が
「
こ
こ
ろ
」
に
悩

み
の
あ
る
人
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
＝
１
月
23
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

栄
養
セ
ミ
ナ
ー

　
高
血
圧
予
防
の
た
め
、
「
減

塩
・
ま
ず
は
マ
イ
ナ
ス
１ｇグ
ラ
ム」
を

テ
ー
マ
に
、
管
理
栄
養
士
が
食
事

や
栄
養
の
こ
と
を
お
話
し
ま
す
。

期
日
＝
１
月
19
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分
※

午
後
１
時
30
分
受
け
付
け
開
始
　

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
人

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

け
ん
こ
う
塾

　
「
健
康
は
日
々
の
生
活
習
慣
か

ら
！
高
脂
血
症
の
合
併
症
と
そ
の

予
防
法
」
と
題
し
た
、
医
師
に
よ

る
講
話
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
1
月
18
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広

町
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
へ
。

健康づくり課（☎ 47‐ 1152）、新里保健センター（☎ 74‐ 5550）、黒保根保健センター（☎ 96‐ 2266）
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
自
分
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
取
り

組
め
る
身
近
な
運
動
で
す
。

　
豊
か
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
も
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
肥
満
や
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
安
全
に
行
う

５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
体
調
が
良
く
な
い
時
や
、
ひ
ざ

痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
時
は
無
理

せ
ず
中
断
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

定
期
的
に
健
診
を
受
け
、
自
分
自

広
告

■
編

集
／

総
合

政
策

部
広

報
課

（
☎

内
線

505）
 

■
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　http://w

w
w

.city.kiryu.lg.jp/
■

発
行

／
桐

生
市

役
所

　
〒

376‐
8501　

桐
生

市
織

姫
町

1‐
1

　
　

　
　

☎
0277‐

46‐
1111　

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

0277‐
43‐

1001
平

成
30

年
１

月
号

 №
1498

市民税･県民税…第４期

人口と世帯
（11月30日現在）

人口 113,933人（－120人）

男  54,878人（ －63人）

女 59,055人（ －57人）

世帯 50,021世帯（ ＋2世帯）

( )内は前月比

今月の納税

１月31日（水）が納期限です
　コンビニエンスストアや銀行などの
ペイジー対応ＡＴＭからも納付可能で
す。口座振替を利用している人は、預
貯金残高のご確認をお願いします。

国民健康保険税…第７期

歩
い
て

健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う

今月の表紙
　7月19日に生まれた桐生が岡動物
園の赤ちゃんライオン３頭の愛称が、
4,023点の応募の中から決定しました。
　12月6日からは、父親のチャコと
一緒の公開も始まり、５頭のライオン
の家族が元気に走り回っている姿が
見られます。

身
の
体
の
状
態
を
知
っ
て
お
く
こ

と
も
重
要
で
す
。

②
準
備
運
動
、
整
理
運
動

　
い
き
な
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始

め
る
と
体
に
無
理
な
負
担
を
か
け

て
し
ま
い
ま
す
。
準
備
運
動
は
念

入
り
に
し
ま
し
ょ
う
。
終
了
後
は
、

筋
肉
痛
の
予
防
や
疲
労
回
復
の
た

め
に
整
理
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
水
分
補
給

　
水
分
が
不
足
す
る
と
脱
水
症
状

に
な
り
、
血
液

が
濃
く
な
る
た

め
心
臓
へ
の
負

担
が
大
き
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、

体
温
調
節
が
う

ま
く
い
か
ず
熱

中
症
に
な
る
恐

れ
も
あ
り
ま
す
。

水
分
補
給
は
、

喉
の
渇
き
を
感

じ
る
前
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

④
自
分
に
合
っ

た
ペ
ー
ス

　
自
分
の
体
力

に
合
わ
せ
て
、

頑
張
り
過
ぎ
ず

自
分
の
ペ
ー
ス

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑤
事
故
や
け
が
の
防
止

　
車
や
足
元
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。
特
に
、
雨
や
雪
で
ぬ
れ
た
地

面
や
段
差
な
ど
で
転
ば
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
周
囲
が
暗
い
と

き
は
、
見
え
や
す
い
白
色
や
目
立

つ
色
の
服
装
、
反
射
す
る
も
の
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
載
せ
た
「
桐
生
市
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
」
（
左
の
写
真
）
を
無

料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
づ

く
り
課
成
人
保
健
係
（
☎

47
１
１
５
２
）
へ
。
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